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存堰すよりも，固定しf：眞面目な會員の間

で，みっしリホ硯究亡走調書な溝めて行き
fこい。その工めに，λ會規則存稽嚴にしずこ．

郎ち，世にざらにあろ雑誌な購讃する定言ふ

Pうな態度でなく，翼面目な學會に入會する

電言ふ態度で入會じ（もらいf：いミ言ふつも

りで，紹介者購入會金（今までの會員幡先
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める）准今後必要定する事にしナこ・蹟コぽ會長
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